
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 

学 校 名       八百津町立和知小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１５日（土） 

 
実 施 概 要 

   

・土曜参観日としての家族参観日 ・小学校音楽会参加学級の発表と鑑賞会
・保護者、祖父母とともにふれあい交流、授業参加 
・子育て講演会への参加  

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □レ 文化   □レ 産業   □レ その他  

公開の方法 
 □レ 授業公開 □レ 成果発表 □レ 交流活動 □レ 講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 １９５ 人  

計    ２２３ 人 
地域関係者  ２８ 人  

 

実 施 状 況 

 

□１，２年 生活科学習発表会『１，２なかよし秋まつり』－体育館 
・生活科の学習を生かした楽しいゲーム屋さんを子どもたちが開き、保護
者や祖父母の方にお客さんになっていただきながらふれ合いを行った。 

□３年 学習発表会『学活―ほめ上手・ほめられ上手』－３年教室 
・褒められることはうれしいものであるが、いつ、どのように褒めるとう
れしいか、シミュレーション活動を通して、親子で考えることをした。 

□４年 総合的な学習『石川探検発表会』－図書室 
・総合的な学習で学校周辺の石川探検をして、自分たちで調べたことや聞
いたことをまとめ、保護者や地域の方に発表をした。 

□５年 総合的な学習発表会『米づくりについて』－家庭科室 
・自分たちが体験した米づくりについて発表し、保護者の方と一緒に収穫
した米を使っておにぎりと味噌汁をつくり、家族と一緒に味わった。 

□６年 授業参観『国語―百人一首』―生活科ランド 
・平安時代から伝わる伝統的な遊びである百人一首を、１グループ８人程
度で、家族とともに行いふれあった。 

□ＰＴＡ子育て講演会 「土屋信博先生 イライラからワクワクへ」  
・研修委員会の主催で保護者を対象に、日々の生活でついイライラしてし
まいがちな親そして子どもたち。ちょっとした心の持ち方、話し方で、
良好な親子関係を築くことができることを、わかりやすく講演して頂い
た。 

□小学校音楽会参加学級の発表 
３、４年生による合唱と合唱奏を披露した。練習の成果が現れていた。 

 

成果及び課題 

○参観日の対象者を保護者のみでなく家族や地域の方まで広げ、祖父母や
地域の方も気軽に参観・参加していただけるように内容を工夫したこと
によって、多数の方々に来校いただけた。この活動が恒例化し、楽しみ
にしてみえる祖父母の方や遠路駆けつけてくださる方も多くあった。 

○講演会はＰＴＡ研修委員が主体となり、準備、進行からアンケート集計
まで行った。参加者は５０名程度であったが、わかりやすく、すぐにで
も実践できる役立つ講演内容で、好評価を得ることができた。 

○児童のきびきびした動きや授業姿勢、あいさつの態度等に好感をもって
いただいたり、お褒めの言葉をいただいたりした。ここまで、地道に子
どもたちと培ってきた成果を評価していただいたことが何よりも経営
の方向性についての自信となった。 

●当日はとても寒かった。祖父母の方も多く参加されることを考え、暖房
等の準備が必要であった。 

●朝早くから子どもたちと一緒に歩いて登校してくださる方もいるため、
控え室を用意したり、活動の流れをもう少しスムーズにしたりすること
が必要である。 



 


